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	 『一般社団法人日本家政学会研究発表要旨集』60 号、2008 年。
	 小幡明雄・桑垣傳美「話題の調味料：生しょうゆ」『日本調理科学会誌』46-5、2013 年。







（1237 年入宋）、心地覚心（1249 年入宋）等 18人の僧侶が日本から渡宋し、径山寺において修
行を行い、帰国の際、多くの経典など書籍を日本に持ち帰った。例えば、俊芿は1211年に日本
に帰国の際、仏教の典籍 1008巻、世俗典籍 919巻、拓本 90巻、計 2017巻を持ち帰った。その




























17）	永坂嘉光『空海　五大の響き』小学館、2019 年 4 月。








































21）	包啓安「豆鼓の源流及びその生産技術」（2）	『日本醸造協会誌』	83 巻 8 号、1988 年。
22）	国立国会図書館デジタルコレクション『居家必用事類全集』10 集 20 卷．［12］
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　『古事類苑』の味噌項目には『居家必用』という文献があるが、『書言字考節用集』、『日本歳
時記』、『秇苑日渉』などの文献も『居家必用』をあげている。柳田直美氏の研究によると、こ
の『居家必用』は中国の元の時代に（14世紀頃）に編纂された『居家必用事類』で、遅くとも
1673年前から日本で広く読まれていた23）。『居家必用事類』に記された「金山寺豆豉」の造法は
この時代にすでに日本人に習得され、多く造られていたと考えられる。『日本歳時記』に「和州
達摩寺の秘方也」と書かれていることより、達摩寺でもすでに「金山寺豉」が造られていたと
考えられる。しかし『本朝食鑑』、『秇苑日渉』、『嬉遊笑覽』、『守貞漫稿』などの文献には「豆
豉」ではなく「味噌」と記述されている。なお、『和漢三才圖會』では「経山寺未醤」の表現が
用いられるが、寺島良安は「経山寺未醤」項目を「按」から書き始めているので、「経山寺未
醤」という項目は原典となる文献に基づいている記述ではなく、『和漢三才圖會』編纂当時の
「金山寺味噌」の状況を記したものと理解してよかろう。漢字の「経」は唐音では「キン」と発
音され、「未醤」は「ミソ」「味噌」の日本的発音の習慣に通じる点もある。寺島良安は「キン
ザンジミソ」という日本流の発音通り「経山寺未醤」という漢字をあてて記述したのではない
かと考えられる。
　醗酵化学者の山崎百治氏の研究によれば、日本には「豉」（chih）の発音が少なく、「シ」（死）
と言う発音は極端に嫌われる。また『大宝律令』の「大膳職」に「未醤」（wei	chiang）がある
が、これが日本流に「ミショウ」と発音され、「ミソ」と訛ることになったので、日本では「豉」
「鹹豉」「豆豉」の類の発酵食品を「ミソ」と呼ぶようになり、「味噌」という漢字を当てて記録
するようになったと述べている24）。まさに「金山寺味噌」の記録は、中国の「金山寺豉」「金山
寺豆豉」の日本流の呼称であろう。よって『和漢三才圖會』の「経山寺未醤」も「金山寺豉」
「金山寺豆豉」の日本流の呼称であろう考えられる。
　つまり、中国江蘇省の「金山寺豉」「金山鹹豉」「金山寺豆豉」が日本に伝わり、特に「達摩
寺」などに代表される寺院の食品として普及するようになった際、これらの「豉」は日本人に
なじみのある「ミソ」の呼称に圧され、「金山寺味噌」になったと考えられる。その背景には、
日中の禅僧らによる交流、またその交流による中国文物、特に『居家必用事類』等百科辞書の
ような書物の日本への伝来などによって裏付けられよう。
おわりに
　以上、「径山寺味噌」・「金山寺味噌」の伝来説について、その問題点を考察・整理し、関連す
る日中の文献に基づいて先行研究の成果を参照しながらその伝来について考察した。本研究で
は金山寺味噌は中国の金山寺で作られた「金山鹹豉」からはじまる「金山寺豉」「金山寺豆豉」
などの醗酵食品が日本に伝わり、日本流の「味噌」となり、「金山寺味噌」として世に伝わった
ことを明らかにした。また、いわゆる浙江省の径山寺から伝わったとされる「径山寺味噌」の
23）	柳田直美「徳川綱吉の儒教的統治と中国善書の受容について」『言語	文化	社会	』（13）、2015-03（学
習院学術成果リポジトリ）
24）	山崎百治「東方（東亜）産の醗酵食品（Ⅷ）」『醗酵工学雑誌』37（9）、1959-09-15
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伝来説は、『和漢三才圖會』の「経山寺未醤」の記述と、紀州の禅宗覚心の浙江省の「径山寺」
での修行史実によって創作されたものと推測されよう。その創作の背景には、紀州の湯浅醤油
の「覚心・径山寺味噌・湯浅の醤油」といった広報の意図が働いたのではないかと考えられる。
